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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年11月7日(2013.11.7)

【公表番号】特表2011-501675(P2011-501675A)
【公表日】平成23年1月13日(2011.1.13)
【年通号数】公開・登録公報2011-002
【出願番号】特願2010-530341(P2010-530341)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/52     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  14/52    ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年9月19日(2013.9.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＤＦ－１突然変異体タンパク質であって、該ＳＤＦ－１タンパク質が、構造維持法で
、アミノ酸位置２９および３９にある少なくとも２つの非塩基性アミノ酸の、少なくとも
２つの塩基性及び／又は電子供与性アミノ酸での置換によって改質され、かつ、野生型Ｓ
ＤＦ－１タンパク質のＮ末端領域の最初の１～１０のアミノ酸の少なくとも１つのアミノ
酸が、少なくとも１つのアミノ酸の付加、欠失及び／又は置換によって改質されることを
特徴とする、野生型ＳＤＦ－１タンパク質と比較して増加させたＧＡＧ結合アフィニティ
ー及び低減させたＣＸＣＲ４活性を有するＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項２】
　構造維持法での改質が、遠紫外線ＣＤ分光法によって測定される、３０％未満の野生型
のＳＤＦ－１構造からの改質された構造のずれであることを特徴とする、請求項１に記載
のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項３】
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　前記の塩基性アミノ酸が、Ａｒｇ、Ｌｙｓ、Ｈｉｓからなる群から選択されることを特
徴とする、請求項１又は２に記載のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項４】
　前記の電子供与性アミノ酸が、Ａｓｎ又はＧｌｎからなる群から選択されることを特徴
とする、請求項１又は２に記載のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項５】
　前記のＳＤＦ－１タンパク質のＮ末端領域が、８つのアミノ酸の切断によって改質され
ることを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項に記載のＳＤＦ－１突然変異体
タンパク質。
【請求項６】
　前記のＳＤＦ－１タンパク質のＮ末端領域が、最初の２つのアミノ酸の置換及び／又は
欠失によって改質されることを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項に記載の
ＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項７】
　前記の最初の２つのＮ末端のアミノ酸が、リジン、アルギニン、プロリン、又はグリシ
ンからなる群から選択されるアミノ酸によって置換されることを特徴とする、請求項１か
ら６までのいずれか１項に記載のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項８】
　Ｎ末端Ｍｅｔを含有することを特徴とする、請求項１から７までのいずれか１項に記載
のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項９】
　前記の改質されたＳＤＦ－１分子のアミノ酸配列が、一般式
（Ｍ）n（Ｘ１）m（Ｘ２）pＶＳＬＳＹＲＣＰＣＲＦＦＥＳＨＶＡＲＡＮＶＫＨＬＫＩ（
Ｘ３）ＮＴＰＮＣＡＬＱＩ（Ｘ４）ＡＲＬＫＮＮＮＲＱＶＣＩＤＰＫＬＫＷＩＱＥＹＬＥ
ＫＡＬＮＫ（ＧＲＲＥＥＫＶＧＫＫＥＫＩＧＫＫＫＲＱＫＫ ＲＫＡＡＱＫＲＫＮ）o

［式中、Ｘ１は、Ｋ又はＲ残基であり、
Ｘ２は、Ｐ又はＧ残基であり、
Ｘ３は、Ｒ、ＫまたはＨからなる群から選択され、
Ｘ４は、Ｒ、Ｋ、Ｈ、Ｎ又はＱ残基からなる群から選択され、かつ
ｎ及び／又はｍ及び／又はｐ及び／又はｏは、０又は１であってよく、かつ
少なくとも２つの位置Ｘ１、Ｘ２、Ｘ３又はＸ４が改質される］によって記載されること
を特徴とする、ＳＤＦ－１突然変異体タンパク質。
【請求項１０】
　配列番号６のアミノ酸配列からなることを特徴とする、ＳＤＦ－１突然変異体タンパク
質。
【請求項１１】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質に関し
てコードすることを特徴とする、単離されたＤＮＡ分子。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の単離されたＤＮＡ分子を含有することを特徴とするベクター。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のベクターで形質移入させることを特徴とする、組換え細胞。
【請求項１４】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質、又は
請求項１１に記載のＤＮＡ分子、又は請求項１２に記載のベクター及び製剤学的に認容性
のキャリヤーを含有することを特徴とする、医薬品組成物。
【請求項１５】
　請求項１から１０までのいずれか１項に記載のＳＤＦ－１突然変異体タンパク質、又は
請求項１１に記載のＤＮＡ分子、又は請求項１２に記載のベクターの、癌の治療のための
薬剤を製造するための方法における使用。
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【請求項１６】
　腫瘍の成長及び広がりの過程を、少なくとも部分的に阻害することを特徴とする、請求
項１５に記載の使用。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　３０％未満、有利には２０％未満の野生型構造からの遠紫外線ＣＤ分光法によって測定
された改質された構造のずれは、本発明による構造維持改質として定義される。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　本発明によって、ＳＤＦ－１突然変異体タンパク質は、構造維持法における改質を含む
ことができ、その際、野生型ＳＤＦ－１構造からの遠紫外線ＣＤ分光法による測定として
改質された構造のずれは、３０％未満、有利には２０％未満、有利には１０％未満である
。
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